
熊本県南阿蘇村

新規就農者育成の取組・研修農場を整備し、より実践的な研修に！！
サポート体制構築事業の取組事例 NPO法人九州エコファーマーズセンター（熊本県）

○南阿蘇村立野、黒川地区にて、実習圃場を持ち、実践的研修を行い、新規就農者育成を図る。
○東海大学阿蘇キャンパス及び立野、黒川地区は熊本地震で壊滅的な被害を受けた地域である。
南阿蘇村黒川地区に研修施設(研修及び宿舎）と実習圃場を確保し、研修の充実を図っている。
このため、R4年度に田植え機、R5年度にトラクターを導入して研修体制の充実を図った。

○まだまだ十分ではないが、実践的に新規就農者の人材育成を行えるようになってきている。

新規就農者や研修生の声

【位置図】

取組前 取組内容 取組後(成果) 【サポート体制】

耕作放棄地となって
いた農地

○熊本地震で家屋や田や畑が
放置されていた。

○家屋は研修施設として利用
し、農業体験用や短期研修
用の施設として活用。

○耕作放棄地となっていた水
田を借用し、実習圃場とし
て整備。

○R４年度は、研修農場整備
のため、田植機をサポート
体制構築事業を活用して導
入。

○R５年度は、研修農場整備
のため、トラクターをサポ
ート体制構築事業を活用し
て導入。

整備した圃場
で田植を実践
研修

研修生と指導者とともに

○実践的な研修と仲間が出来て新規就農の独立に助かっています。
○研修卒業後も九エコ、受入農家がフォローしてくれて良いです。
○施設園芸だけでなく畜産から果樹まで広く学ぶことができています。

【問合せ先】NPO法人九州エコファーマーズセンター
TEL：096-247-3333
E-mail：asoecofarmers@gmail.com
HP: http://k-ecofarmers.com

サポート体制構築事業 活用年度：令和４～５年度

○田植機やトラクターの導入
でより実践的な研修とする
ことができた。また新規就
農者にも活用されるなど、
有効利用が可能となった。

新規就農者数
過去3年平均(R1～R3）7人
→R5:9人,R6:3人,R7:3人

導入したトラ
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熊本県を中心に42戸の農家・農業法人が集まり新規就農者、会員農家を支援

総合農場 観光農園 施設園芸 露地野菜 果樹 畜産 花卉

安定的農業経営

の実現

新規就農者育成機能、持続的農業調査・研究機能、

都市と農村を結ぶ調整・コーディネート機能

NPO法人九州エコファーマーズセンター

農業担い手
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